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〔論　壇〕
生田情報科学の活用方法と可能性
生田地区担当副所長　藤沢　和
はじめに一　一言でいえば、無限に近い利用や活用の方法があると思います。初心者は
初心者なりに、中級者は中級者なりに、上級者は上級者なりにです。
　ただし、利用や使用の“こっ”は、センスの有る無しにかかわらず、ゆっくり、しっか
り目的に向かうアプローチに対し、“時間をかけること”でありましょう。段取り8歩です。
、明大のシステム体制一人には個性があります。適不適もあります。ましては管轄部署
には、自ずからできることと、出来ないこととがあります。
　すなわち、教員系では所長はじめ、各地区担当の副所長、専任教員、各学部選出の運営
委員で構成され、窓口となっております。
　また職員系では部長を中心として、各課長が配置されており、そこには明大全体で40
数名近い職員体制組織で日夜職務に励んでおります。この中10数名の者がSEと，して勤
務し、体制を整え支えております。これが現時点での明大体制です、
　したがって、ユーザーとしての明大教職員また学生の皆様は、自分自身の目指す情報処
理なり科学分野の課題の目的に向かって、いつ、何を、どうしたいのか一一一一：一一をはっきり明
示しながら、先ずは人的システムとハードシステムに立ち向かう必要がありましょう。
　利用活用一においては以下のような視点が考えられます。
　①システム開発相談一実験助手補やSEが配置されています。　SEは多事多忙であるこ
とと（生田・和泉のSEば少数）、それぞれ得意分野が存在すると思います（年報参照下さ
い）。そしてこのSEを守るのも育てるのも、一般の教職員である我々であると思います。
　②プログラム開発相談一昔に比べてこの分野の相談は減少傾向にあると思いますが、経
験者は、その面白さをよく知っていると思います。必要のある方は先ず、身近におられる
実験助手補やSEにご相談されるとよいと思います。
　③大型ソフト購入について一毎年、センターでは約数百万円近い予算金額の枠内で、募
集しております。過去たおいてどんなゾフトに、どの位の予算が支援されたのか、実績と
して各年度毎の年報に記載されております。基本的な考え方として全学部公平に対処され
ておりますので、遠慮されずに窓口にてご相談下さい。
　④実験助手補採用について一明大の情報科学の教育サポート要員として、毎年「実験助
手補」を100名位の人材を募集しています。応募には他大学院生やOBからの応募もあ
って、簡単な小テストや面接にて、採用を内定しております。
　⑤情報関連論文投稿について一明大の情報科学文化の構築や質の向上充実発展のために、
だれでも投稿できます。特に若い教育・研究者育成も鑑みて、当所属年報に論文投稿欄を
設け、啓蒙活動を続けております。（恒例では10月1日発行一論文締切は7月一明大教職
員関係と大学院生も共著であれば投稿可能一投稿規程は年報にあり）。
　⑥その他一共同研究の可能性についてですが、現代を賢く生き抜くために、時にはプロ
ジェクトを組む必要がありましょう。必要な課題に対し、教員・職員・SE等々、和して
対話を重ね、取り組む柔軟な姿勢が望まれます。
　おわりに一我々が命運を共にする明大の浮沈は、それらに携わる人々が、いかに持てる
人材や施設を、利用活用するかにかかっており、真価はその結果として定まるのではと思
います。情報科学もしかりです。関係するユーザー達が、楽しく、さわやかに、また質実
剛健に使いこなしてこそ、素敵な未来のある世界が開かれてくるものと思うのです。
